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上場地域に適した多収で食味、外観とも優れるカンショの新品種‘関東132号’ 

［要約］カンショ‘関東132号’は‘べにまさり’および‘高系14号’よりも上いも数が多く、多収である。

また良食味で肉質はやや粘質であり、いもの表面が滑らかで外観も優れ有望である。 
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[背景・ねらい] 

上場地域は県内最大のカンショの産地で、現在の主要品種は‘べにまさり’である。しかし、農家の

高齢化に伴う労働力不足等により年々作付面積が減少している。一方、市場や栽培者からは多収でおい

しい品種が求められ、新品種が続々と登場している。そこで上場地域に適した優良品種を選定し、カン

ショの生産拡大をはかる。 

 

[成果の内容・特徴] 

1.‘関東 132 号’は慣行品種の‘べにまさり’および標準品種の‘高系 14 号’よりも上いも収量が 3

割、上いも数 5 割多く多収である（表 1）。 

 

2.現地試験（唐津市鎮西町 3 圃場平均）では‘関東 132 号’は‘べにまさり’よりも 3 割以上収量が

多い（図 1）。 

 

3.‘関東 132 号’の蒸しいもの食味評価は、回答者のうち‘べにまさり’よりもややおいしい～おい

しいと回答した割合が 67％、‘高系 14 号’に対しては 78％と高く、また肉質はやや粘質である（図

2、表 2）。 

 

4.‘関東 132 号’は‘べにまさり’および‘高系 14 号’より条溝が浅く、皮が滑らかで外観に優れて

いる（表 2、図 3）。  

 

[成果の活用面・留意点]  

   1.‘関東 132 号’は（独）農研機構 作物究所において多収の‘関東 123 号’（♀）と、多収で外観に

優れる‘ベニオトメ’（♂）を交配して育成された青果用品種である（平成 26 年品種登録出願予定）。 

 

2.草勢が強く、つるが巻きやすいため、絡まらないよう育苗時には密植を避け、採苗間隔が長くなら

ないようにする。 

 

 3.‘関東 132 号’は焼きいもにした場合、冷めても硬くならずにおいしい。また、多収で大きいいも

が多いため加工用にも対応できる。 
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